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【受賞歴】 

サイエンス誌 若手科学者賞Amersham Biosciences and Science Prize for Young Scientists 2002. 11. 20 

日本リウマチ学会賞 2004. 4. 15 

アメリカ骨代謝学会 Fuller Albright Award 2004. 10. 2 

日本学術振興会賞 2005. 3. 22 

日本学士院学術奨励賞 2005. 3. 22 

持田記念学術賞 2008. 10. 17 

井上学術賞 2009. 2. 4 

日本骨代謝学会 学術賞 2009. 7. 24 

IBMS - BONE Herbert A. Fleisch Award 2011. 5. 9 

日本免疫学会賞 2016. 12. 6 

日本医師会医学賞 受賞 2017. 11. 2 

上原賞 2019. 3. 11 

日本学士院賞 2019. 6. 17  

 

 

【学会】 

2004年より 2008年までAPLAR副会長 

2005年より 国際骨免疫学会議 Organizing Committee 

2008年より American Society for Clinical Investigation 外国人会員 

2013年より 2019年まで、2021年より現在、日本リウマチ学会 理事 

2013年より 2019年まで、2021年より現在、日本骨代謝学会 理事 

2014年   第35回日本炎症・再生医学会 / 第1回日本骨免疫会議 会長 

2014年より 日本骨免疫学会 理事長 

2016年より 日本炎症・再生医学会 副理事長 

2016年より 2018年まで、2021年より現在、日本免疫学会 理事 

2019年より Association of American Physicians 外国人会員 

2023年より 日本骨代謝学会 理事長 

 

 

 



【客員教授】 

平成19年7月- 現在 昭和大学 客員教授 

平成22年11月- 現在 The University of Western Australia 客員教授 

平成25年6月- 現在 東京医科大学 客員教授 

 

【略歴】 

昭和59年3月  筑波大学付属駒場高校 卒業 

平成2年3月  東京大学医学部医学科 卒業 

平成2年7月- 12月 東京大学付属病院 整形外科 

平成3年1月- 6月 東京都老人医療センター 麻酔科 

平成3年7月- 平成6年1月 東芝病院 整形外科、都立台東病院 整形外科、都立豊島病院 整形外科 

平成7年2月- 8年6月 東京都老人医療センター 整形外科・老人研兼務研究員 

平成8年7月- 9年3月 東京大学付属病院 整形外科 医員 

平成13年3月  東京大学大学院 医学系研究科 博士課程 修了、医学博士 

平成13年4月- 6月 日本学術振興会 特別研究員 PD 

平成13年6月- 15年9月 東京大学大学院医学系研究科免疫学 助手 

平成13年12月- 19年3月 科学技術振興事業団 さきがけ研究21  (PRESTO, SORST) 

平成15年10月- 17年3月 東京医科歯科大学大学院 分子細胞機能学 特任教授 

平成17年4月- 24年4月 東京医科歯科大学大学院 分子情報伝達学 教授 

平成21年10月- 27年3月 科学技術振興機構ERATO 高柳オステオネットワークプロジェクト  

研究総括 

平成24年5月- 現在 東京大学大学院医学系研究科 病因・病理学専攻 免疫学 教授 

令和1年10月-現在 革新的先端研究開発支援事業AMED-CREST 研究開発代表者 
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